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■４月からの広報番組は市ホームページからもご覧いただけます　　葵広報国際交流課　☎38-2006

■広報番組「あしやトライあんぐる」は、11ch（一部地域除く）でご覧ください。
■番組に関する問い合わせ　広報国際交流課　☎38-2006　■ＣＡＴＶ全般に関する問い合わせ
Ｊ：ＣＯＭカスタマーセンター　     0120-999-000（午前９時～午後６時）

５月
〈後半〉

ＣＡＴＶ
芦屋市広報番組

オープニング 岩ケ平公園

ト ピ ッ ク ス
平和記録集贈呈式・被爆樹木アオギリ二世植樹式
文豪ストレイドッグス展

特 集 地域での要配慮者支援の取り組み

お 知 ら せ
「芦屋夢ステージ」舞台芸術公演企画募集
５月は赤十字運動月間です

エンディング 芦屋市立美術博物館コレクション

《放送時間 15分》
①午前９時
②正午
③午後３時
④午後６時
⑤午後10時
※ＤＶＤの貸出可

文化・芸術の催し

2017年春　ＡＲＴ  ＭＡＲＫＥＴ あしやつくる場

【開館時間】午前10時～午後５時（入館は４時30分まで）※月曜休館
　　　　   ※展示替えのため、５月22日～６月２日は休館

■日時　６月25日（日）午後１時～４時　■会場　体験学習室・前庭
■内容　チームに分かれて美術博物館のお庭に居場所を探して小屋づくり。　
　　　完成した小屋の中でお茶会、他のチームの小屋の見学。
■対象　小学３年生以上・20人※小学生は要保護者同伴
■講師　NO ARCHITECTS (建築ユニット)　■参加費　500円（材料費）
■持ち物　お茶会用のお菓子※動きやすい服装でお越しください
■申し込み　氏名・住所・電話番号・学年（子どものみ）を６月15日（木）までに、
　　　　　　Ｅメールまたは電話で上記へ※応募者多数の場合抽選

アートスタディプログラム≪Bihaku Room／びはくルーム≫
●ワークショップ「びはくの小屋をつくろう」 【谷崎文学朗読会】

「和らんまん」～文豪谷崎の美の世界を味わう～

■日時　５月20日（土）午後２時～３時30分　■会場　講義室　■内容　
谷崎文学の中から日本の伝統的美意識が感じられる箇所を抜粋、朗読と解
説で味わっていただきます。　■定員　30人〈要予約〉　■出演　朗読グ
ループＲＳＴ　■脚本・解説　当館学芸員・井上勝博　■参加費　1,000円

（観覧料含む）　■申し込み　上記へ

谷崎潤一郎記念館の催し

【開館時間】午前10時～午後５時（入館は４時30分まで） ※月曜休館
【観覧料】一般400（320）円、大・高生300（240）円、中学生以下無料※（　）内は20

人以上の団体料金※高齢者（65歳以上）および身体障害者手帳・精神障害者保健
福祉手帳・療育手帳をお持ちのかたとその介護のかた１人は当日料金の半額

問い合わせ　谷崎潤一郎記念館　☎23-5852/穐38-3244
悪ashiya-tanizakikan@rhythm.ocn.ne.jp（〒659-0052 伊勢町12-15）

美術博物館の催し

　あなたのプロデュースで、舞台芸術を手がけてみませんか。
　斬新な手法で芦屋の文化を発信する企画に、公演費用の一部（上限100万円）
を助成します。

■日時　平成30年２月10日（土）　■会場　ルナ・ホール（大ホール）
■対象　市民が主体となって取り組み、市内での活動実績がある舞台芸術（音
　　　　楽・演劇・ダンス・ミュージカル・オペラ等）のグループ等
■申し込み　応募書類を、６月１日～ 23日〈必着〉で上記へ※郵送提出可
　　　　　   ※募集要項・応募書類は５月15日（月）から上記で配布、火曜日休館
■選考　書類審査およびプレゼンテーションにより選考
　　　　７月７日（金）午後１時30分～　市民センター 203室

平 成 2 9 年 度「 芦 屋 夢 ス テ ー ジ 」
ルナ・ホールでの舞台芸術公演企画を募集！
問い合わせ　市民センター　☎31-4995（〒659-0068 業平町8-24）

■日時　５月20日（土）・21日（日）
　　　　午前10時～午後４時
　※一部雨天実施の催しあり
　　（中止の場合は当日の朝、美術博物
　　  館のホームページでお知らせ）
■会場　前庭〈雨天中止〉
■内容　手づくり品・食品・古書の販売
　　　　ブース、ワークショップ、音楽
　　　　演奏など

５月20日（土）・21日（日）は
観覧料無料

誰かがつくったものに触れたり、自分でつくることにチャレンジ
したり、“つくる”ことから生まれる喜びや発見を体験しませんか？

問い合わせ　美術博物館　☎38-5432/穐38-5434（〒659-0052 伊勢町12-25）
　　　　　　悪ashiya-bihaku@shopro.co.jp/茜http://ashiya-museum.jp

美術博物館

渡辺　茉央

美術博物館

髙嶋　友貴

モトチアキの小屋2016


